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派遣概要

能登半島 穴水町 千手院『地域の復興の灯となる被災廃寺の復興プロジェクト』

日時：令和８年３月２６～２７日

場所：石川県鳳珠郡穴水町曽良

１日目
12:00 現地でNPOと合流
13:00 ボランティア開始
17:00 現地の人との夕食準備・

夕食・懇談
20:00 金沢大学学生・先生との

ディスカッション
23:00 就寝

２日目
7:00 起床
8:00 ボランティア開始
 12:00     現地出発

＜スケジュール＞



参加学生について
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１００名の申込者の中から選考を行い、１年生から４年生までの
大学生１６名を派遣（神奈川・東京の各大学から）

金沢大学

学生１名

令和８年３月 大学生の災害ボランティア実証



当日の様子①
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被災を受けた寺院の修復活動や清掃活動を実施

＜軒下に溜まった土砂の清掃＞ ＜畳の張替え作業＞



当日の様子②
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地域住民の方との交流を行い、
震災当時の様子について
ヒアリングを実施しました

金沢大学の先生より、能登の地域課題
や復興状況についてオンラインにて、

ご講義をいただきました



参加した大学生に実施したアンケート結果（抜粋）
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• 被災直後ではないタイミングなどでは、傾聴や
サポートが望まれており、短期の活動でも価値
があると感じた。

• 学生は体力的にも精神的にも被災者の助けとな
ることができると考えるが少人数では限界があ
る。学生同士のコミュニティーで活動を広める
ことが大切だと思う。

• 大学生ボランティアに地域が求めている役割は
「人手」と「心の支え」の両方であると感じた。

• 非常に恐ろしい被災体験を話していただいたが、
聞く我々だけでなく、話し手にとっても重要な
ことだと思った。

0% 50% 100%

安全管理は適切だったか

大学生は災害ボランティア

に参加すべき
そう思う

どちらでもない

そう思わない
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